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苗生産システムの
が始まった 
古在 豊樹
前回(3月号}では，閉鎖型苗生産システムが
一般的予想とは異なって，温室苗生産と比較して
省資源的，環境保全的，省力的，省スペース的で
あることを，具体的数値と理由を挙げて述べた。
次いで，閉鎖型苗生産システムにおける年間電気
消費量の約80%は照明によって占められていて，
冷暖房に使用するエアコンの電気消費量は約15%
であることを示した。また， トマト苗 l本を生産
するための電力代金は， O. 5~ 1円程度であり，
苗の生産コスト(数十円)の 3~5%でしかない
ことを述べた。本稿では，閉鎖型システムにおけ
る電力料金節減対策，苗生産コスト，苗生産コス 
合など、について述べる。1]卜における電気コス卜の害
18.閉鎖型システムにおける電力
料金の節減方策
電力消費者が電力会社に支払う電力料金は表17
に示した計算式で求められる。電力コストは生産
コストの数%しか占めないとしても，電力コスト
あるいは消費電力の節減は閉鎖型システムの重要
な課題である。電力コス卜の削減は，①電力会社
との適切な契約，②閉鎖型システム構成機器の適
切な選択と配置，ならびに③構成機器の適切な運
転と保守，によって実現する。ある温室栽培農家
で実用されている閉鎖型システムの電気料金が筆
者の予想の数倍であったので調査したところ，多
くの無駄が見つかった。そして，適切な対策をと
ることにより，筆者の予想値にほぼ等しくなるこ
とが分かった。 
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18.1 電力会社との適切な契約 
1) 電力料金計算式(表17)における力率の値
として85を用いると， 085-力率)/100の値が l
になる。他方，最近のインバーター付き高周波蛍
光灯の力率は95以上のものが多く， 98~99のもの
さえある。閉鎖型システムにおける電力消費の80
%以上は蛍光灯によるものであるから，蛍光灯以
外の電気機器の力率が85であるとしても，閉鎖型
システムとしての力率は， 93 (= 95 x 80+ 85x 
20) /100以上となる。力率 93で契約出来れば，
基本料金が 8%低くなる。 
2) 電力会社の電気料金体系としてはいくつか
のメニューが用意されているので(表18)，使用
状況を考慮してどの料金メニューで契約するか検
討する。季節別，時間別さらには平日・休日別に
電力量料金が異なるメニューがある。閉鎖型シス
テムでは明期の全部または一部を夜間(夜10時か
ら朝 8時まで)に設定することが出来得る。明期
を夜間に設定すれば，その時閉幕の電力量料金は，
昼間の50%程度となる。 
3) 工場等で電気を使用する場合の基本メニュー
である高圧電力Aでは，事務所やビル等で電気を
使用する場合の基本メニューである業務用電力，
あるいは家庭用電力に比較して，基本料金および
電力量料金が割安になっている。表18の業務用電
力の値に対して，高圧電力Aでは，基本料金が
，その/kWh円10.00円，電力量料金は，夏季3501， 
他の季9.10円/kWhであり，業務用電力の料金より
割安である。ちなみに，家庭用電力の電力量料金
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表17 電力料金計算に必要な計算式および定義の概要
番号 事項
電力料金
2 基本料金
3 電力量料金
4 カ率
5 高圧電力A
6 友季
7 その他の季
8 夜間時間
9 ピーク時間
10 畳間時間
計算式または定義
(基本料金十電力量料金)x消費税等の係数(=1. 05) 
基本料金単価×契約電力 x(185ー カ率)/100 
電力料金単価×消費電カ量十燃料費調整単価×消費電力量
燃料費調整単価は0.15円/kWh程度 
電力の有効利用度を示す指標(最品値は100)。
一般には85とする。高周波蛍光灯などは 95程度。 
高圧(6，OOOV)で電気を受けて動力として使用し，契約電力が50kW以上， 500kW未満。契
約電力は実際の最大需要電力にもとづき決定。 
毎年7月l日から 9月30日まで。 
毎年10月l日から翌年6月30日まで。 
午後10時から午円ij8時まで。高圧季節}jIJ時間別電力契約の場合の定義。 
夏季の平日の午後 1時から午後4時まで。品圧季節別時間別電力契約の場合の定義。 
平日の午前8時から午後10時まで。ただし， ピーク時聞を除く。
表18 高圧季節別時間別電力 Aによる電力供給を受ける
場合の電気料金体系の例(東京電力， 2004年 1月)
基本料金 夏季(7月一 9月) その他の季節
高圧電力A (契約電 
力 50~500kW) 1，175円/kW 10.47同/kWh 9.52円/kWh
高圧季節別時間別電 
カA (契約電力 50~ 
500kW) 
1，175円/kW 
8 -13時， 16~22時: 
13.5円/kWh 
22~ 8時:6.05円/kWh 
13~ 16時・ 14 .6円/kWh 
L--. 
8 ~ 13~寺， 16~22時
12.3円/kWh 
22~ 8時:6.05円/kWh 
13~16時 : 14.6円/kWh 
は， 22円/kWhである。
閉鎖型システムは工場的ではあるが，平成12年
度以降，単相電力を主として使用する場合は業務
用電力 3相電力を主として使用する場合は高圧
電力として契約されることになった。したがって，
現在では，照明(単相)を主とする電力使用形態
である閉鎖型システムの新規設置や増設に関して
は業務用電力料金表が適用されている。
もちろん，これらの電力料金単価はいくつかの
理由で微少変動する。また，上述以外の細かい規
定がいくつかあるので，詳細については，各電力
会社のホームページで料金計算表を参照する必要
がある。 
18.2 構成機器の節電対策
閉鎖型システぶでは，照明用，エアコン用，空
気撹伴ファンなど用の積算電力計(価格6，000円
程度)を個別に設置することが強く望まれる。蛍
光灯の消費電力は，蛍光管の点灯本数本当た
りの消費電力および点灯時聞から，計算によって
容易に概数を推定できるので，この推定値が電力
計の値とほぼ一致しているかどうかを確認するの
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表19 閉鎖型システムの電力消費量割合が表15と
大きく異なる場合の検討項目
工頁 目
設置しであるエアコンのすべてを，暗期また
は冬期に運転していないか? 
2 |エアコ ンの保守管理は適切か? 
3 |閉鎖型システムの壁の断熱性能は十分か? 
4 |空気撹祥ファ ンの種類選択と配置は適切か? 
5 |蛍光灯の種類選択と管理は適切か?
が，節電対策の第一歩である。次に，各機器の消
費電力量の百分率が表15(前号掲載)と大きく異
なる場合は， システムの断熱設計・施工，機種選
定，機器運転法のいずれかに問題があると考えて，
以下に示した項目(表19)を検討する必要がある。 
1) 暗期または冬期にエアコンのすべてを運転
していないか 閉鎖型システムでは， 1室に複数
台の家庭用エアコンが設置されている。このエア
コンは，夏期の昼間に照明用蛍光灯をすべて点灯
しでも室温を設定値に維持できるだけの台数が設
置されている。したがって，たとえ盛夏でも暗期
(非照明時)の室温を設定値に維持するのには，
これらエアコンのすべてを運転する必要はなく，
l台程度運転すれば十分である。外気温が室内設
定気温より数℃以上低くなる冬では，エアコンの
両 成績係数が大となるので， (図34，前号)明期で
も設置台数の半数程度のエアコンを運転すれば良
い。エアコンは，その最大冷房能力の近くで運転
した方が，冷房能力の112以下で運転するよりも，
冷房負荷当たりの消費電力が十数%多くなる。し
たがって，冷房負荷に応じてエアコンの運転台数
を適切に決める必要がある。過大な台数のエアコ
ンが運転されると，閉鎖型システムの全電力消費
量に対するエアコンの消費電力量の比率が高くな
る。他方，エアコンの運転台数を変更しでも，室
内の温湿度，気流速度の均一度が低くならないよ
うに，エアコンの配置と配風システムが設計され
ている必要がある。 
2) エアコンは適切に保守管理されているか?
エアコンの成績係数は，使用条件が適切でない
と，低下する。例えば，エアコン吸気口，吹出口
のフィルターの目詰まり，エアコン室外機の排気
ファン付近の障害物や日射の直射による室外機付
近の高温，冷媒の圧力低下などである。これらの
支障があるとエアコンの成績係数が低下する原因
となる。 
3) 閉鎖型システムの壁の断熱性能は十分か
壁の断熱性能が低いと，夏期昼間の冷房負荷，し
たがってエアコンの消費電力が増大する。また，
冬期夜間の暗期に暖房が必要になりやすい。冬期
の暗期に，空気慣梓ファンなどからの発熱だけで
は室温を設定値に維持できずに，エアコン暖房が
必要な場合を少なくするには，壁の断熱性能を，
暑さ 10cmの発泡スチロール断熱材相当以上にする
ことが望まれる(厚さ 10cmの発泡スチロール断熱
壁の熱貫流係数は， O.25Wm-~oC-1程度であり，温
室ガラス壁の熱貫流係数の約1125である)。また，
断熱材の選択がたとえ適切でも，断熱施工が不適
切であると，断熱性能が低下するだけでなく，壁
内面の一部に結露しやすくなり，さらにはカビひ
いては苗の病害が発生しやすくなるので，施工に
注意が必要である。 
4) 空気撹件ファンの選択は適切か? 閉鎖型
システムにおける空気撹梓ファンの型，数量およ
び配置は，各棚の奥行き方向に毎秒数十cmの均一
な水平気流を生じさせて，棚内の温湿度の均一化
を図るとともに，植物と空気の熱交換と物質交換 
(水蒸気と水)を促進するように選択することが
重要である。この空気撹伴ファンには低消費電力 
C3 ~5W程度)，大風量(毎分 3 m 3程度)，低騒
音型 (30dB程度)のファンを選択すると良い。
ファンは，その吸気口と吹出口の空気圧力差がで
きる限り小さくなるように設置する。この圧力差
が大きいと，得られる風量の割に消費電力が多く
なる。 
5) 蛍光灯の選択，管理および運転は適切か?
蛍光灯照明には，無駄な発熱が少ないタイプで
あるインバータ一付きの高周波点灯型の直径25mm
の蛍光管を利用する。また，寿命が近づき，蛍光
管の端の電極部分が黒ずみ，光のちらつきが見え
たら速やかに新品と交換する。徒長防止，成長促
進，茎長制御，花芽成長制御などの目的で，特殊
な光質を有するランプを用いるときは，その価格
と光エネルギー変換効率(消費電力に対する目的
とする波長の光出力の百分率，白色蛍光灯では可
視光に関して，約25%)に注意すべきである。な
お，育苗時における光強度は，播種後から育苗終
了まで，光強度の平面分布が均一になるように注
意しつつ，段階的に大とすることが望ましい。 
6) コジェネレーション(電気熱併給)システム
最近，ガスあるいは石油を燃料とした発電機に
より電力供給し，合わせて発電時のエンジンから
の発熱を給湯，暖房または吸収冷凍機の熱源とす
るシステムが普及しつつある。温室栽培において
は，燃料の燃焼時における排気ガスに含まれる 
CO~を温室に導入して作物光合成を促進すること
も可能である。ただし，閉鎖型システムの場合は，
暖房熱源を必要としないこと，また，換気をしな
いので排気ガス中の CO~を利用しにくいことなど
が上記システム利用上の短所となる。他方，閉鎖
型システムでは，照明および冷房に必要な電力の
日変動，月変動，年変動が温室に比較してきわめ
て小さいことから， システム設計が適切であれば，
コジェネレーションシステムのエネルギー効率を
高く維持できる。発電時の発熱を閉鎖型システム
にではなく，近在の農産物や林産物の乾燥などに
周年利用できるのであれば，コジェネレーション
システムの償却費，維持費その他の経費を勘案し
た上で，導入を検討する価値がある。
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表20 苗生産コストとその内訳および用語の定義
番号 項 目 説 明 
1 苗当たり生産コスト 生産原価-'--年間苗生産本数 
2 生産原価 直接費用+人件費 
3 年間苗生産数 1回当たり苗生産数×年間育苗回数
4 直接費用
原価償却費十機器等修繕費十電力膏十暖房費十水道(井水)費十肥料費十農薬者十苗 
トレイ費+培地費+賃借費+その他の費用 
5 人件費 雇用労賃(育苗・事務作業等)+自家労働費(管理・販売等) 
6 苗当たり原価償却費 施設・装置導入費÷耐周年数÷年間苗生産本数 
19.閉鎖型システムおよび温室に
おける苗当たり生産コスト
閉鎖型システムおよび温室における苗当たりの
生産コストを概算して両者を比較してみる。とは
言っても，閉鎖型システムおよび温室における苗
の生産コストは種々の条件によって大きく変化す
るので，以下では， ["トマトセル成型苗を想定し
た典型的な例」を想定する。今後，多くの具体例
を集積させて，実際の経営分析を実施する必要が
ある。
苗の生産コストとその内訳は，一般に，表20の
ように示される。苗生産コストの主体を占めるの
は，施設・装置の原価償却費(以下，施設償却
費)，人件費および種子費である(板木， 2004)。
トマト幼苗接ぎ木苗の苗当たり生産コストとその
内訳を， トレイのセル数が78と128の場合につい
て表21に示す (JA全農営農・技術センタ一生産
システム研究部資料， 1996)。ただし， 2004年現
在では，種子費が表21に示した数値より数円上昇
している。接ぎ木苗でなく実生苗の場合は，表20
に示した項目中の台木用種子，接ぎ木支持具，接
ぎ木苗施設原価償却，接ぎ木労賃のコストが不要
である。その場合， トマトセル成型実生苗当たり
の生産コストは， トレイ当たりセル数が78の場合
で約35円， トレイ当たりセル数が 128の場合で約  
20円となる。
苗当たりの施設償却費は， [施設・装置費÷耐
周年数÷年間苗生産本数〕として表される(表  
20)。また，年間の苗生産本数は， 1回当たりの
表21 全農式接ぎ木養生・活着施設(人工光利用)および順化温室(自然光
利用)を用いたトマト幼苗接 5木苗生産コストの試算例 
(JA全農営農・技術セ ンタ一生産システム研究部 資料)
番号 エ頁 目 算定基礎 トレイ当たり トレイ当たり 
78セル(円) 128セル(円) 
1 種子 台木 5円，穂木13同 18.0 18.0 
2 卜レイ 単価 180円. 3回利用 0.8 0.5 
3 培地 0.05円Iml 2.4 0.7 
4 支持具 3.5 3.5 
5 
接ぎ木苗施 720万円. 160トレイ x10 
7.2 4.4 設原価償却 回 8年償却 
6 接ぎ木労賃 800円Ih.
接ぎ木能カ 150本Ih 5.3 5.3 
7 育苗施設費 2万円1mヘ 10年償却 1.0 0.6 
8 資材費 プラスチック資材等 2.0 2.0 
9 労務費 移植，かん水，運搬等 10.0 10.0 
10 合計A 歩留まり 100%として 50.2 45.0 
1 合計 B 歩留まり 90%として 55.2 49 .5 
筆者注1) 接ぎ木苗養生・活着施設の電気費(約0.1円1;本と想像される)は合芸れていない。
筆者注2) 接ぎ木苗生産でなく，実生苗生産の場合は，台木，接ぎ木支持具，接ぎ木苗施設およ
び接ぎ木労賃の費用が不要になる。
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苗生産数と年間の育苗回数の積として表される
(表20)。閉鎖型システムと温室の耐用年数は，
建屋(基本構造)に関しては共に15年程度，環境
A 
設備機器に関しては共に10年程度とすることが多 
¥。~ 
閉鎖型システムと温室における種子費は，両者
の苗生産本数が同じであれば，大差ない。した
がって，以下では，両者の原価償却費，人件費お
よび資材費の概略のみを比較する(閉鎖型システ
ムでは，種子の商品化率(種子の何%が実際に苗
として利用出来るか)が温室の場合より約10%高
くなるので，実際には，前者の種子費は後者より 
10%程度低いと考えられる)。 
19.1 苗当たり施設設備費
閉鎖型システムおよび温室における苗生産に必
要な施設・設備類を表22に示した。閉鎖、型システ
ムは断熱壁そのものが施設の構造材である。他方，
温室では，構造材である鉄材またはアルミ材に光
表2 閉鎖型システムおよび温室における
苗生産に必要な施設・設備類
に透明なガラス板あるいはプラスチックフィ jレム
が被覆されている。セル成型苗生産を行う温室で
は，室内にベンチを設置する場合が多い。
1) 基本施設構造 年間の苗生産本数が両者て、
同じであるとすると，閉鎖型システムの床面積は
温室のそれの 1 /7~1/11である(表 7 ， 2月号掲
載)ので，閉鎖型システムの床面積当たり基本施
設単価が温室のそれの 7~11倍の時に，両者の基
本施設構造のコス卜が同じになる。
日本における温室基本構造の建設単価は，床面
積300rf以上であれば，ガラス室では1.5万円/m2
程度，プラスチック温室ではo.5万円/m'程度で
ある。すなわち，床面積300rf建屋価格は，ガラ
ス温室では450万円，プラスチック温室では150万
円程度である。
他方，閉鎖型システムの施設構造部分の建設単
価は， 10万円/rrf程度である。閉鎖型システムの
床面積が温室のそれの 1/7~1/11であることを考
慮して，閉鎖型システムの床面積を43m2 (= 300/ 
7)とすると，閉鎖型システムの建屋価格は430万
温室(開放型聞をtii(型システム システム)
カ‘ラスキ反または光
熱壁構造。床面
光に不透明な断
透過プラスチ ック
基本施設構造
積は温室の 1/7 フィルムと骨組構 
丘二-1/10 
蛍光フンプ付き ベンチまたはべ γ
基本付帯設備
ド設備多段棚
家庭用エアコン
(外気が Ooc以
暖房設備
下でも冷房運転
保温カーテン設備
可能なタイプ)
遮光設備
空気撹衿ファ ン基本環境調節
自然または強制換
CO2施用設備員又備 気設備
養液・かん水設
タイマー・クロッ
備
ク 
タイマー・クロ
yク 
CO，施用設備
細霧冷房(気化冷
却)設備
養液・かん水装置
複合環境制御装置
付加環境設備
換気窓用防虫網窓
突風・強風・強悶・
降雪検知装置
かん水装置
空気撹衿ファン
?回
円 (=43x10)程度である。
したがって，閉鎖型システムの建屋の償却費は，
閉鎖型システムと温室の耐周年数が同じであり，
前者の年間苗生産数が後者の約 7倍であるとする
と，ガラス室と同程度であり，またプラスチック
温室の 3倍程度となる。
なお，床面積43rfで 4段の育苗棚を備えた閉鎖
型システムは，約250のセルトレイを収容できる。
トレイ当たり 200本のトマト苗を育苗すると
回で 5万本，年間育苗回数10固として，年間50万
本の卜マ卜苗を生産出来る。なお，温室でのトマ
トセル成型苗生産には，セル数が78または128の
トレイを使用するのが一般である。 
2) 基本環境調節装置 育苗温室lこ必要な暖房，
換気，遮光などの装置(表22)の設備単価は合計 
1.5万円/rrf程度である。育苗温室において，閉
鎖型システムと同等の品質の苗を生産しようとす
ると，基本環境調節装置に加えて，細霧冷房装置，
防虫網，空気撹祥ファン， CO~施用装置などを設
置する必要が生じる。それらの設置単価は，合計 
l万円/rf程度である。 
3) 原価償却費 上述の数値例から，育苗に必
要かっ十分な環境調節装置を備えた，床面積300 
rdの温室の施設設備費は，ガラス温室では約し 200 
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表23 閉鎖型システムおよび温室の建屋費，基本環境調節設備費
および付加環境調節設備費の概数比較例
番号 項 目 閉鎖型システム
建屋
断熱壁倉庫状建物，多段育 
1 苗棚 
2 建屋単価(円1m') 10万円 
3 建屋耐周年数 15年
照明装置，エアコン，空気 
4 基本環境調節装置 撹件、ファン， C02i!llj御装置，
かん水装置，警報 
5 
基本環境調節設備 
20万円
単価(円1m' 
6 
環境調節設備耐用 
10年
年数 
7 付加環境調節装置 必要としない 
8 
付加環境調節装置
単価(円/m'
年間50万本のトマト 
9 苗を生産するのに必 43m' 
要な床面積 
10 上記床面積の建屋費 430万円
上記床面積の建屋に 
1 必要な基本環境調節 860万円
設備費
上記床面積の建屋に 
12 必要な付加環境調節
設備費 
13 費用合計 1，290万円
上記年間償却費(表 115万円 
14 
20参照) (=430/15 +860/10) 
15 
苗当たり償却費(表 2.3円 
20参照) (= 115万/50万) 
ガラス温室 プラスチック温室
骨組み構造，被覆材，べン 骨組み構造，被覆材， べン
チまたはベッド チまたはベッド 
1.5万円 0.5万円・ 
15年 10年
暖房，保温カーテン，換気. 暖房，保温カーテ ン，換気，
遮光，警報 遮光，警報 
l.5万円 1.5万円 
10年 10年
細霧冷房，防虫網，空気撹 通常は設置しない
衿ファン 
1万円 
300m' 300m' 
450万円 150万円 
450万円 450万円 
.、 
300万円 
1，200万円 600万円 
105万円 60万円 
(=450/15 +750/10) (= 150/10 +450/10) 
2.1円 1.1円 
(= 105万/50万) (=60万/50万)
37円 (=300X (1.5+し5+ 1.0))，基本環境調節
装置を備えたプラスチック温室では，約600万円
汽(=300X (0.5+ 1.5)となる。他方，床面積43 
Rの閉鎖型システムの施設設備費は，現状では， 
1290万円 (=43X (10+20))程度である。すな
快 ち，基本環境調節装置を備えたガラス温室と間
期型システムの設備費は同程度， したがって，苗 
t当たり償却費も 2円強と同程度となる(表23)0 
'~ は言え，表23の見積もりは，閉鎖型システムの
詐面積は温室の約1/7とした場合であり，実際に
尚表 7に示したように， 1110程度となる可能性が
高しその場合の償却費は，閉鎖型システムの方
方<25%程度低くなる。 
F さらに，前述したとおり，閉鎖型システムの構
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成部品であるエアコン，蛍光灯などは一括して大
量に仕入れれば，定価に対する割引率が高くなる
ので，その普及が進めば，閉鎖型システムの施設
設備費 10~15%は低下する。また，現在の閉鎖型
システムの価格には，企業による過去数年間の開
発費の償却費が上乗せされているので，数年後に
その償却がおよそ終了した時点で，価格が10%以
上低下するであろう。以上のコスト低減により，
現在の施設設備単価の30万円Irfが22---25万円1m'
程度になれば，閉鎖型システムの普及が本格化す
るだろう。なぜならば，後述するように，償却費，
人件費，資材費のすべてに関して，閉鎖型システ
ムの方が温室よりも数十%以上低くなるからであ
る。
なお，上記の閉鎖型システムと温室の施設設備 必要がある場合は，温室の床面積は閉鎖型システ
費の比較は，両者ともセル成型苗を生産するとの ムのそれの20倍以上になる。その場合は，閉鎖型
ぬ
前提に立っている。図30，図31(ともに前号掲 システムの償却費(施設設備費)は温室のそれの 
載)に示した場合のように，閉鎖型システムで生 12以下になる。 
産したセル成型苗は利用できるが，温室で生産す 19.2 直接生産費
セル成型苗の生産に必要な消費消費資材 1) る場合は，苗質の観点から，ポット苗を利用する
表24 閉鎖型システムおよび温室における苗生産に必要な消費資材の例 資材を閉鎖型システムと
番号 消費資材 用途 閉鎖型 
l 重油 暖房 不要 
2 電気 換気 不要 
3 電気 補光 不要 
4 電気 ，q~ 日月 必要 
5 電気 冷房 必要 
6 * 必要 農薬 殺菌・殺虫 少量必要 必要かん水7 
8 肥料 養分供給 必要 
9 t音I也 支持材 必要 
10 CO2 光合成促進 必要 
11 セルトレイ 必要 
12 排水処理剤 環境汚染防止 不要 
13 種子 必要
温室 温室に対する閉鎖型での必要量
必要
少量必要
場合による
不要
必要
1/20程度
必要 1 /10程度
必要 2/3程度
必要 1/2程度
場合による
必要 1/2程度
場合による
必要 同程度
温室に分けて，表24に示 

した。閉鎖型システムに 

比較して温室での消費量 

が大幅に多い資材は照明 

および冷房用の電気であ 

る(表25)。他方，暖房 

用重油は温室でのみ必要 

であり，また閉鎖型シス 

テムに比較して温室での 

消費量が約20倍である資 

材は水(かん水用)であ 

る。閉鎖型システムに比 

較して温室での消費量が 
  
倍多い資材は，25~1. 
表25 閉鎖型システムおよび温室における 農薬，肥料，培地，セルトレイ，排水処理剤で、あ
番号
l 
2 
3 
3 
4 
5 
資材消費量の比較(表24の要約)
項 目
聞を~型システムでのみ
消費する資材 
温室でのみ消費する資
材
閉鎖型システムでの消 
費量が温室に比較して
2/3程度である資材
閉鎖型システムでの消
費量が温室に比較して 
1/2程度である資材 
閉鎖型システムでの消 
費量が温室に比較して
1/10-1/20程度である
資材
閉鎖型システムでの消 
費量が温室に比較して
わずかに少ない資材
¥) 
る。温室で光合成促進のためにC02施用を行うの
資材名(カ yコ内は であれば，閉鎖型システムに比較して温室での 
特定な場合に必要) CO2消費量は 2倍以上である。
照明およぴ冷房用電 表21によれば， トレイ当たりセル数が128の場
dFヒ¥
合，苗当たりのトレイ，培地およびその他の資材
暖房用重油，換気用 の費用は，それぞれ0.5円， O. 7および2円であり，
電気(補光用電気， :j非
水処理剤) 合計3.2円となる。閉鎖型システムの利用により
消費資材費の合計が温室のそれの112程度になる
肥料法 ので，それだけで，閉鎖型システムの電気料金
(表16，前号)はまかなえる。 
培地，セルトレイ， 2) 人件費 人件費の主な項目を，温室に対す
る閉鎖型システムの作業時間の推定値の比として，)(CO
表26に示した。育苗作業の主たる項目は培地準備，
かん水， トレイ運搬，環境管理である。閉鎖型シ
農薬，かん水量 ステムの作業時間の合計は，温室のそれの112以
下であると見積もられる。 
19.3 収益性
種子注2)
苗生産における収益は，販売高と生産費用との
差であり，生産費用は直接費用と間接費用の和で
注1) 閉鎖型システムでは，排水と共に流出する肥料が 表される。図 11~図27 (2月号掲載)で示したよ殆どない。
注2) 閉鎖型システムでは種子から菌になる歩留まりが うに，閉鎖型システムで生産された苗は温室で生
約10%高い。 産された苗よりも品質が高く，販売価格にして約
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表26 育苗において人件費を必要とする主な作業および温室に対する
閉鎖型システムでの作業時間の比の概数例
温室に対す
番号 作業工頁 目 る閉鎖型システムでの
作業時間比 
l t音地準備/トレイへの培地詰め 0.8 
1 f番手重 0.8 
2 f番手重から発芽までの管理 1.0 
3 かん水管理 0.05 
4 農薬散布 0.2 
5 温湿度・光環境管理 0.2 
6 トレイ運隙作業 0.'5 
7 補植・間引き・出荷作業 0.9 
8 保寺・見回り点検作業 0.6 
9 環境調節機器の故障修理作業 0.8 
備 考
閉鎖型シスァムでは，トレイ当たりの矯種数が約 2倍なので，
トレイ数が約1/2。
同上
閉鎖型シスァムではほぼ自動化。
温室では自動化がかなり困難。
閉鎖型シスァムでは，害虫発生，生理障害が少ない。空間容
積が1/20以下。
閉鎖型シスァムでは，外界気象の影響を受けない。空間容積
がVI0以下，作業環境が快適。
トレイ数が約1/2。床面積が1/7-1/110
閉鎖型システムでは，苗の生育が均 で歩留まりが高い。
閉鎖型シスァムでは，床面積が1/7-1/11。環境管理が容易。
苗生育が均一。環境調節機器構造が単純。
蛍光管の交換には専門技術不要。保温・遮光カーテンなどの
可動機器が無い。照明装置，エアコン等の家庭用電気機器は
故障しにくい。結露しにくいので多湿による機器故障や資材
のサビが少ない。
表27 閉鎖型システムと温室における主な生産原価
項目の苗当たり費用の概数
(トマトのセル成型実生苗を想定)
番号 工頁 目 閉鎖型システム カフスi且室
施設設備費償却 2.3 円/苗 2.1 円/苗 
3 種子 13.0 13.0 
4 培地・トレイ 2.1 3.2 
5 その他の消費資材 2.0 2.0 
6 人件費 5.0 10 .0 
7 その他 5.0 5.0 
8 合計 29.4 円/苗 35.3 円/苗 
10%高く取引されている。また，閉鎖型システム
では温室に比較して 2倍の密度での苗生産が可能
であるので，苗の輸送 (運搬)費がほぼ半減でき
る。
上述したように，現状では，閉鎖型システムの
施設設備の償却費は温室と大差無いが，人件費と
資材費はほぼ半減される。したがって，現状でも，
表27に示すように，閉鎖型システムの方が温室よ
りも生産コストが低いと推定される。すなわち，
現状でも，閉鎖型システムによる育苗は，それが
適切に運営されれば，温室育苗よりも経営的に有
利であると言える。前述したように，閉鎖型シス
テムの施設設備費は今後普及が進むにつれて低減
平成16年 4月号 -
するので，閉鎖型システムの経営的優位性は次第
に増大すると考えられる。 
19.4 廃棄物処理・環境保全費
温室を利用した現在の苗生産システムにおいて
は，ゴミとして廃棄すべき使用済みの資材が大量
に排出されている。今後，環境保全のために，こ
れら廃棄資材の適切な処理はますます必要になり，
そのための費用も増大することが懸念される。他
方，閉鎖型システムでは温室に比較して，必要資
材が少ないことに合わせて，廃棄資材が少ないの
で，省資源的であり，また，廃棄処理費用が少な
く，さらに環境保全的である。
次回は，閉鎖型システムに関してよく聞かれる
疑問に答え，また今後の課題について述べる。
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